予稿の書き方
XX5500A　琉大　太郎　　　                           指導教員　琉大　一郎



１．まえがき
　本稿は，琉球大学工学部工学科電気システム工学コースまたは電子情報通信コースの卒業研究発表会における予稿のテンプレートである。下記の指示に従い，予稿を作成すること。なお，本テンプレートは学科ホームページ[1]の「在学生向け」コンテンツにて公開されている。

２．書式
　表１に従い，予稿を作成すること。

表１　レイアウト
	用紙サイズ
	A4

	余白
	上15mm，下20mm，
左15mm，右：15mm

	段組
	題目および氏名：一段組
本文以降：一段組または二段組

	頁数
	2

	文字サイズ
	題目　：16～18pt
その他：10～12pt



予稿には以下の内容を記載するものとする。ここで，節表題は目安であり，研究内容に応じて適宜変更してかまわない。

１．まえがき
２．実験方法
３．実験結果
４．むすび
参考文献

　予稿の最後に，参考文献リストを記載し，本文中の引用箇所（例えば[ 2]のように）にその番号を記載すること。なお，参考文献リストがページ内に収まらない場合は，その文字サイズを8ptまで小さくしてもよい。また，それに合わせて参考文献リストの行間を縮めてもよい。

３．予稿作成上の注意
　予稿作成の際は剽窃や捏造などの不正行為を行わない。特に，正しい引用の仕方などについて，卒業研究指導教員より十分に指導を受けること。
決して，引用であることを明記せずに参考文献内の文章をそのままコピーしてはいけない。 
重大な倫理規範違反（データの改ざん・コピーペーストや，捏造）があった場合の評価はＦ（不可）となる。

４．予稿の提出
　予稿はPDFファイル形式での提出となる。ここで，ファイル名は半角英数文字で「学籍番号.pdf（例：005500A.pdf）」とする。卒業研究指導教員が研究室単位で４年次指導教員に予稿を提出するので，研究室内での提出期限に関しては，事前に卒業研究指導教員と打ち合わせておくこと。

５．むすび
　本稿は，琉球大学工学部電気電子工学科の卒業研究発表会における予稿の書き方について説明した。不明な点については，卒業研究指導教員または４年次指導教員に問い合わせること。
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